
★

★

★

第第第第 1111 号号号号 平成25年4月

名簿ができました。

「幸福感」を高めるために。

これからよろしくお願いします。

創刊１号から自殺の話でごめんなさい。

今号は、名簿の他に２枚の資料を添付していますが、若者の自殺が増えている

という痛ましいニュース資料です。

キャリア教育の視点が、以前は『４領域８能力』だったのが、新たに『４つの

基礎的・汎用的能力』に発展的に変わった理由の一つに、"自己管理能力(忍耐

力やストレスマネジメント)が不足していたから" があります。

昔と比べて、子どもたちの忍耐力が落ちていることは分かります。

でも、今は学校で我慢を強要するような取組みは難しいと思います。

私は、忍耐力よりも、「自尊感情」や「幸福感」の低下に問題があると考えて

います。

「自尊感情」や「幸福感」を高める方法を学ぶことができるのがキャリア教育

の一つだと思います。

子どもたちが基礎的・汎用的能力を身につけて、自分らしい生き方が実現でき

るように頑張っていきましょう。よろしくお願いします。

こんにちは。須崎市キャリア教育推進員の橋村です。

年度早々から、キャリア教育の推進計画や全体計画などを催促しまして、ご負

担をおかけしました。

これからみなさんと研究する中で、年間計画などの作成例を見やすく使いやす

い形に作りあげていきたいと思っています。

これから３年間、県の指定を受けて、キャリア教育の研究を進めていくわけで

すが、１３校のキャリア教育担当の方にさいさい集まってもらうことは難しい

ので、このキャリア教育通信(キャリ通)を使って、いろいろとお知らせした

り、情報発信したりしたいと思います。

お忙しいと思いますが、さっと目を通していただきたいです。勿論、アンダー

ラインなどを引きながら、じっくり読んでいただければ至福の極みです。

各校の中心となってキャリア教育を推進していただく方の名簿ができましたの

でお届けします。

ちょっとしたことや、今さらこんなこと聞きにくい…というようなこと、

「そっちはどんなことやりゆう？」とか「今度うちでこんなことするき、見に

来て」など、情報交換に活用していただけたら嬉しく思います。

★キャリア教育の必要性★
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2013 年 3 月 30 日の毎日新聞で 

「クローズアップ２０１３:年間自殺、３万人下回る 若者対策は置き去り」 

という記事がでました。内閣府と警察庁が公表した昨年の自殺統計において若者への対策が

手薄だったことが触れられています。 

 

簡単にまとめると 

・年間の自殺者総数が 15 年ぶりに 3 万人を下回った（27,858 名） 

・2006 年の自殺対策基本法、改正貸金業法など多重債務対策が効果をあげた 

・対策が手薄だった若年層は就職難で自殺する大学生が増加 

・就職失敗を理由とする 10 代と 20 代の自殺は 2007 年に 60 名、2012 年は 158 名 

・昨年の 39 才までの自殺者数は全体の 3 割弱の 7368 名 

・日本の若者の自殺による死亡率が高い 

・15 才～39 才の各年代（5 才ごと）の死因の一位はいずれも自殺 

・先進 7 カ国で日本にしか見られない傾向（比較可能な 15 才-34 才） 

 

さまざまな死因があるなかで、自ら命を落とさざるを得ない方々がいらっしゃることは、年代を

問わず非常に残念で、悲しいことです。 

そのなかでも、若者の自立支援を行うものとして、若い世代の死因のなかで自殺がトップであ

ることは同じく大変な悲しみです。 

先進 7 カ国では、日本でしか見られないというのは知りませんでした。 

 

日本社会では、特に若い世代において「職場」と「社会的所属」がほぼイコールまたは、社会的

所属があることの最低条件に「働いている」ことが、無意識であっても入っているように思います。 

僕は二年前、第一子の誕生と共に 2ヶ月の育児休暇を取りましたが月曜日から日曜日まで毎朝

／毎夕飼い犬の散歩や、買い物に出かけるついでにいつも（同じ）公園で一息ついていたので

すが、 

多くの方に「何をしているの？」と聞かれました。多くの方とは、具体的に言うと、専業主婦の

方々、高齢者の方々、ホームレスの方々、警察の方々です。 

 

「何をしているの？」に対して、犬の散歩です。買い物の途中です。 

一息いれています、と（真面目に）回答しましたが、それはどれも”仕事”のことでした。 

よく見かけるけど、仕事についてますか？（≒怪しいひとではないですか？） 

ということです。言い切れるのは、上記の声をかけてくださった方々に事情を説明した上で聞い

たからです。 

 

働いている／職場があることが、社会的所属の必要条件だとするならば「就職失敗」が非常に大

きい意味を持ってしまうことも想像し得ます。 

また、”どんな企業に勤めていたとしても”、そこを離れる（時に逃げる）ことが難しいとの結論に

至ってしまう可能性も見えてきます。 



 

4 月 1 日から社会的所属を失ってしまった方へ  

でも書きましたが、社会的所属がなくなるということはひとをとても不安にさせます。 

 

私は、無業になり、時に長期に渡って孤立した若者の支援をするなかで社会的な所属がなく、

長期に渡って他者と関わることがなかった若者から、それがいかにシンドイ状況なのか。また、

最初は抜けだそうとするものの、度重なる「不採用」が”自分には価値がない”という意識を強く

自身に植え付けていくということを聞きました。 

いわゆる、他者からの「未承認」が自己肯定感を下げていく。 

下がった肯定感を上げたくとも、周囲に他者がいないがゆえにそれがかなわないまま、長く時

間が経過していく。そしてますますふさぎ込んでいくループに陥っていきます。 

 

どの世代であっても、死因から自殺という理由がひとりもいない状況を目指すのが当然である

一方、なぜ、若者対策が手薄／手つかずになってしまったのか。 

それは日本社会には若者を支えるという文化風土が形成されずにここまで来てしまった。その

弊害がここへきて顕在化したと考えます。 

 

少年少女、青少年への取り組みは政策としても、町内会などのコミュニティでもありました。いま

もあります。しかし、15 才から 39 才という幅広い年代、特に学生という所属がない若者を支える

ことがないままに来ています。 

 

手薄であったのは、若者に対する何かをしようとするとき行政にも地域（NPO など市民活動を含

む）にも、誰が誰に何をどうしていいのかという知識や知恵、経験がなく、 

ある社会課題に対応しようとするとき、「若者」というキーワードは抜けやすく、また、対策を決め

てもそれをやる部署・部局（行政）もなく、仮にどこかが引き受けても、若者にあたる支援者（ひ

と）もいないのです。 

 

逆に言えば、まさにこれからであっても、至急、取り組んでいくべきテーマであると言えます。誰

かがやるというより、気が付いたひとたちが周囲を巻き込みながら動いていく。すでに動いてい

ることにチカラを貸して、大きなうねりを作りだしていくことが求められています。 

 

次の社会を担っていく世代を悲しみと共に失うことのない社会を創り、残していきたいですね。 

 NPO 法人育て上げネット理事長 工藤啓 

   Web サイト「Ｂｌｏｇｏｓ」より  http://blogos.com/article/60643/ 



    

「親切行動」と幸福感「親切行動」と幸福感「親切行動」と幸福感「親切行動」と幸福感        2013.4.17  「X BRAND」サイトより 
 電車でお年寄りに席を譲った、街で道を聞かれ、道案内をした。「ありがとう」と言われて、うれしかった……そんな経験、ありませんか。「感謝」は楽観性や希望と並んで、幸福感を高める重要なポジティブ感情。人に感謝することももちろん大切ですが、やっぱり幸福感をぐんと上げてくれるのは、人から感謝されること。  
 

たとえば、「親切行動」と幸福感との関係について調べた研究によると、幸福感の高い人は、

日常的に人を助けたいと考えており、また実際に 1 日に行っている親切行動の回数も多か

ったとか。さらに 1日 1回以上、人が喜ぶことを 1週間続けた人たちは、何もしなかった

人たちに比べ、幸福感がアップしたともいいます。 

 「何かいいことをして、人の感謝を引き出す。そのことが自分自身の幸福感を高めることにもつながるわけです。そこでおすすめしたいのが、『ありがとう日記』。今日 1日、誰かのためにこんなことができたと、毎日、日記につけてみてください。ポジティブ感情が増え、幸せな気持ちになれますよ」と島井教授。  
 みんなが幸せになれそうな日記です。 

 

http://xbrand.yahoo.co.jp/category/bodycare/6499/9.html 

 

 

４領域８能力から基礎的・汎用的能力に発展させた概念の一つに、自己管理能力(忍耐力や

ストレスマネジメント)があります。 

 

『幸せなら耐えられる』…「幸福感」は、我慢することとは別のストレス耐性をもってい

て、「感謝」や「親切行動」は幸福感（金銭や物欲的な満足感ではなく）を高めるために身

につけたい大事な行為です。 

日本人の幸福感の低さと、自殺者の多さは何か因果関係がありそうに思えます。 

「ありがとう日記」をする考えは今のところないですが、『幸せを感じる力』をスキルとし

て高められるように、『幸福感』を指標の１つとして取り組みたいと考えています。 

 

  須崎市キャリア教育推進員 橋村政海  

 


